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(57)【要約】
【課題】超音波画像診断装置において表示装置の交換を
行った場合に、ソフトウェアを変更することなく、表示
装置の種別に応じた最適な表示構成で画面表示を行うこ
とができるようにする。
【解決手段】超音波画像診断装置１によれば記憶部１０
９は、表示部１０ｃとして本体部１０ａに接続可能な表
示装置の種別毎に、表示部１０ｃで表示する各画面にお
ける各表示パーツの最適な配置情報を含む表示構成情報
を予め記憶する。制御部１０１は、電源投入時等の予め
定められたタイミングで表示部１０ｃとして現在接続さ
れている表示装置の種別情報をその表示装置から取得し
、当該取得された表示装置の種別に対応する表示構成情
報を記憶部１０９から読み出し、当該読み出した表示構
成情報に基づいて表示部１０ｃに画面表示を行う。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波探触子により被検体からの超音波を受信して超音波画像データを取得し、取得し
た超音波画像データを外部に出力する本体部と、前記本体部から出力された前記超音波画
像データを受信できるように前記本体部に接続され、受信した超音波画像データに基づく
超音波画像を表示する表示部と、を備える超音波画像診断装置であって、
　前記本体部は、
　前記表示部として当該本体部に接続可能な表示装置の種別毎に、前記表示部で表示する
各画面における当該表示装置の種別に応じた表示パーツの配置情報を含む表示構成情報を
予め記憶する記憶部と、
　前記表示部として現在接続されている表示装置の種別情報を取得し、当該取得された表
示装置の種別に対応する表示構成情報を前記記憶部から読み出し、当該読み出した表示構
成情報に基づいて前記表示部に画面表示を行う制御部と、
　を備える超音波画像診断装置。
【請求項２】
　前記表示構成情報は、前記表示部で表示する診断画像表示画面の表示パーツである診断
画像表示領域の縦方向のサイズを特定する情報を含み、
　前記制御部は、前記診断画像表示画面を表示する際には、前記記憶部から読み出した現
在接続されている表示装置の種別に応じた表示構成情報に含まれる前記診断画像表示領域
の縦方向のサイズに基づいて、当該診断画像表示領域に表示する超音波画像の表示深度を
特定し、この特定した表示深度で前記診断画像表示領域に超音波画像を表示させる請求項
１に記載の超音波画像診断装置。
【請求項３】
　前記表示部として現在接続されている表示装置から当該表示装置の種別情報を読み出し
て取得する種別情報取得手段を備える請求項１又は２に記載の超音波画像診断装置。
【請求項４】
　前記表示部として現在接続されている表示装置の種別情報を設定するための設定手段を
備える請求項１又は２に記載の超音波画像診断装置。
【請求項５】
　超音波探触子により被検体からの超音波を受信して超音波画像データを取得し、取得し
た超音波画像データを外部に出力する本体部と、前記本体部から出力された前記超音波画
像データを受信できるように前記本体部に接続され、受信した超音波画像データに基づく
超音波画像を表示する表示部と、を備える超音波画像診断装置に用いられるコンピュータ
を、
　前記表示部として接続可能な表示装置の種別毎に、前記表示部で表示する各画面におけ
る当該表示装置の種別に応じた表示パーツの配置情報を含む表示構成情報を予め記憶する
記憶部、
　前記表示部として現在接続されている表示装置の種別情報を取得し、当該取得された表
示装置の種別に対応する表示構成情報を前記記憶部から読み出し、当該読み出した表示構
成情報に基づいて前記表示部に画面表示を行う制御部、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波画像診断装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波画像診断装置の表示画面に関する各種技術が提案されている。
　例えば、特許文献１には、アプリケーションや診断モードに対応して、表示画面上に表
示するアイコンを切り替える技術が記載されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２６０１８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、超音波画像診断装置を購入した後、例えば、持ち運び用に変更するのででき
るだけコンパクトなモニター（表示装置）に変更したい、据え置き専用にするのでできる
だけ大きなモニターに変更したい等、ユーザの必要とするモニターに変更が生じる場合が
ある。このような場合、モニターが超音波画像診断装置本体部に着脱可能であれば、モニ
ター交換を行うことができる。
【０００５】
　モニター交換を行った場合、従来は、画面サイズの拡大又は縮小に応じて表示スケール
が変更されていた。即ち、表示画面上の各表示パーツ（例えば、画像領域、操作ガイダン
ス領域、サムネイル画像表示領域等、表示画面上の表示構成要素）が拡大縮小されて表示
されていた。
【０００６】
　しかしながら、単に画面サイズの拡大縮小に応じて表示パーツが拡大縮小するだけでは
、表示画面上の領域を有効活用できない、見た目に違和感がある、デザイン性に劣る等の
問題があった。仮に、画面サイズに応じて表示画面上の表示構成を変更するとすれば、ソ
フトウェアを変更する必要があった。また、超音波画像の表示スケールを変更せずに、深
度方向の表示サイズを変更したい場合も、モニター交換では対応できず、ソフトウェアを
変更する必要があった。
【０００７】
　特許文献１に記載の技術では、アプリケーションや診断モードに応じて表示するアイコ
ンを切り替えるだけであり、モニター交換における上記問題を解決することはできない。
【０００８】
　本発明の課題は、超音波画像診断装置において表示装置の交換を行った場合に、ソフト
ウェアを変更することなく、表示装置の種別に応じた最適な表示構成で画面表示を行うこ
とができるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　超音波探触子により被検体からの超音波を受信して超音波画像データを取得し、取得し
た超音波画像データを外部に出力する本体部と、前記本体部から出力された前記超音波画
像データを受信できるように前記本体部に接続され、受信した超音波画像データに基づく
超音波画像を表示する表示部と、を備える超音波画像診断装置であって、
　前記本体部は、
　前記表示部として当該本体部に接続可能な表示装置の種別毎に、前記表示部で表示する
各画面における当該表示装置の種別に応じた表示パーツの配置情報を含む表示構成情報を
予め記憶する記憶部と、
　前記表示部として現在接続されている表示装置の種別情報を取得し、当該取得された表
示装置の種別に対応する表示構成情報を前記記憶部から読み出し、当該読み出した表示構
成情報に基づいて前記表示部に画面表示を行う制御部と、
　を備える。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、
　前記表示構成情報は、前記表示部で表示する診断画像表示画面の表示パーツである診断
画像表示領域の縦方向のサイズを特定する情報を含み、
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　前記制御部は、前記診断画像表示画面を表示する際には、前記記憶部から読み出した現
在接続されている表示装置の種別に応じた表示構成情報に含まれる前記診断画像表示領域
の縦方向のサイズに基づいて、当該診断画像表示領域に表示する超音波画像の表示深度を
特定し、この特定した表示深度で前記診断画像表示領域に超音波画像を表示させる。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の発明において、
　前記表示部として現在接続されている表示装置から当該表示装置の種別情報を読み出し
て取得する種別情報取得手段を備える。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、請求項１又は２に記載の発明において、
　前記表示部として現在接続されている表示装置の種別情報を設定するための設定手段を
備える。
【００１３】
　請求項５に記載の発明のプログラムは、
　超音波探触子により被検体からの超音波を受信して超音波画像データを取得し、取得し
た超音波画像データを外部に出力する本体部と、前記本体部から出力された前記超音波画
像データを受信できるように前記本体部に接続され、受信した超音波画像データに基づく
超音波画像を表示する表示部と、を備える超音波画像診断装置に用いられるコンピュータ
を、
　前記表示部として接続可能な表示装置の種別毎に、前記表示部で表示する各画面におけ
る当該表示装置の種別に応じた表示パーツの配置情報を含む表示構成情報を予め記憶する
記憶部、
　前記表示部として現在接続されている表示装置の種別情報を取得し、当該取得された表
示装置の種別に対応する表示構成情報を前記記憶部から読み出し、当該読み出した表示構
成情報に基づいて前記表示部に画面表示を行う制御部、
　として機能させる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、超音波画像診断装置において表示装置の交換を行った場合に、ソフト
ウェアを変更することなく、表示装置の種別に応じた最適な表示構成で画面表示を行うこ
とが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施の形態における超音波画像診断装置の全体構成例を示す図である。
【図２】図１の記憶部に記憶される表示構成情報のデータ構成例を示す図である。
【図３】図１の制御部により実行される表示制御処理を示すフローチャートである。
【図４】モニター種別情報が、モニターサイズ１５インチ、アスペクト比４：３、横配置
である場合の診断画像表示画面の一例を示す図である。
【図５】モニター種別情報が、モニターサイズ１９インチ、アスペクト比１６：１０、横
配置である場合の診断画像表示画面の一例を示す図である。
【図６】モニター種別情報が、モニターサイズ２２インチ、アスペクト比１６：１０、横
配置である場合の診断画像表示画面の一例を示す図である。
【図７】モニター種別情報が、モニターサイズ２２インチ、アスペクト比１６：１０、縦
配置である場合の診断画像表示画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。
　まず、構成について説明する。
　図１は、本実施の形態における超音波画像診断装置１の機能的構成を示すブロック図で
ある。
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【００１７】
　超音波画像診断装置１は、患者（以下、被検体ということがある）の生体内部組織の状
態を超音波画像にして表示出力する装置である。すなわち、超音波画像診断装置１は、生
体等の被検体内に対して超音波（送信超音波）を送信するとともに、この被検体内で反射
した超音波の反射波（反射超音波：エコー）を受信する。超音波画像診断装置１は、受信
した反射波を電気信号に変換し、これに基づいて超音波画像データを生成する。超音波画
像診断装置１は、生成した超音波画像データに基づき、被検体内の内部状態を超音波画像
として表示する。
【００１８】
　超音波画像診断装置１は、図１に示すように、本体部１０ａと、超音波探触子１０ｂと
、表示部１０ｃと、を備えて構成されている。超音波探触子１０ｂは、上述したようにし
て超音波を送信するとともに、反射波を受信する。本体部１０ａは、超音波探触子１０ｂ
とケーブルＣを介して接続され、超音波探触子１０ｂに電気信号の駆動信号を送信するこ
とによって超音波探触子１０ｂに被検体内に対して送信超音波を送信させる。また、本体
部１０ａは、超音波探触子１０ｂにて受信した被検体内からの反射超音波に応じて超音波
探触子１０ｂで生成された電気信号である受信信号を受信し、上述のようにして超音波画
像データを生成する。そして、生成した超音波画像データをＩ／Ｆ１０７を介して接続さ
れている表示部１０ｃに出力し、表示部１０ｃの画面上に超音波画像データに基づく超音
波画像を表示させる。なお、表示部１０ｃとして本体部１０ａに接続される表示装置は適
宜交換可能である。
【００１９】
　本体部１０ａは、例えば、制御部１０１と、送信部１０２と、受信部１０３と、画像生
成部１０４と、画像メモリ部１０５と、ＤＳＣ（Digital Scan Converter）１０６と、Ｉ
／Ｆ１０７と、操作入力部１０８と、記憶部１０９と、通信部１１０と、電源部１１１と
を備えて構成されている。
【００２０】
　制御部１０１は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only M
emory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）を備えて構成される。制御部１０１のＣＰＵ
は、ＲＯＭに記憶されているシステムプログラム等の各種処理プログラムを読み出してＲ
ＡＭに展開し、展開したプログラムに従って後述する表示制御処理をはじめとする各種処
理を実行し、超音波画像診断装置１の各部の動作を集中制御する。
　ＲＯＭは、半導体等の不揮発メモリ等により構成され、超音波画像診断装置１に対応す
るシステムプログラム及び該システムプログラム上で実行可能な、例えば、後述する、表
示制御処理や、記憶部１０９に表示装置の種別毎の表示構成情報を記憶させる処理等を実
行する各種処理プログラムや、ガンマテーブル等の各種データ等を記憶する。これらのプ
ログラムは、コンピュータが読み取り可能なプログラムコードの形態で格納され、ＣＰＵ
は、当該プログラムコードに従った動作を逐次実行する。
　ＲＡＭは、ＣＰＵにより実行される各種プログラム及びこれらプログラムに係るデータ
を一時的に記憶するワークエリアを形成する。
【００２１】
　送信部１０２は、制御部１０１の制御に従って、超音波探触子１０ｂにケーブルＣを介
して電気信号である駆動信号を供給して超音波探触子１０ｂに送信超音波を発生させる回
路である。また、送信部１０２は、例えば、クロック発生回路、遅延回路、パルス発生回
路を備えている。クロック発生回路は、駆動信号の送信タイミングや送信周波数を決定す
るクロック信号を発生させる回路である。遅延回路は、駆動信号の送信タイミングを振動
子毎に対応した個別経路毎に遅延時間を設定し、設定された遅延時間だけ駆動信号の送信
を遅延させて送信超音波によって構成される送信ビームの集束を行うための回路である。
パルス発生回路は、所定の周期で駆動信号としてのパルス信号を発生させるための回路で
ある。上述のように構成された送信部１０２は、例えば、超音波探触子１０ｂに配列され
た複数（例えば、１９２個）の振動子のうちの連続する一部（例えば、６４個）を駆動し



(6) JP 2013-307 A 2013.1.7

10

20

30

40

50

て送信超音波を発生させる。そして、送信部１０２は、送信超音波を発生させる毎に駆動
する振動子を方位方向にずらすことで走査（スキャン）を行う。
【００２２】
　受信部１０３は、制御部１０１の制御に従って、超音波探触子１０ｂからケーブルＣを
介して電気信号である受信信号を受信する回路である。受信部１０３は、例えば、増幅器
、Ａ／Ｄ変換回路、整相加算回路を備えている。増幅器は、受信信号を、振動子毎に対応
した個別経路毎に、予め設定された増幅率で増幅させるための回路である。Ａ／Ｄ変換回
路は、増幅された受信信号をＡ／Ｄ変換するための回路である。整相加算回路は、Ａ／Ｄ
変換された受信信号に対して、振動子毎に対応した個別経路毎に遅延時間を与えて時相を
整え、これらを加算（整相加算）して音線データを生成するための回路である。
【００２３】
　画像生成部１０４は、受信部１０３からの音線データに対して包絡線検波処理や対数増
幅などを実施し、ダイナミックレンジやゲインの調整を行って輝度変換することにより、
Ｂモード画像データを生成する。すなわち、Ｂモード画像データは、受信信号の強さを輝
度によって表したものである。画像生成部１０４は、Ｂモード画像データの他、Ａモード
画像データ、Ｍモード画像データ及びドプラー法による画像データが生成できるものであ
ってもよい。
【００２４】
　画像メモリ部１０５は、例えば、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）などの半
導体メモリによって構成されており、画像生成部１０４から送信されたＢモード画像デー
タをフレーム単位で記憶する。すなわち、フレーム画像データとして記憶することができ
る。そして、記憶されたフレーム画像データは、制御部１０１の制御に従って、ＤＳＣ１
０６に送信される。画像メモリ部１０５は、約１０秒分のフレーム画像データを保持可能
な大容量メモリにより構成されており、例えば、ＦＩＦＯ（First-In First-Out）方式に
より、直近１０秒分のフレーム画像データが保持される。
【００２５】
　ＤＳＣ１０６は、画像メモリ部１０５より受信したフレーム画像データをテレビジョン
信号の走査方式による画像信号に変換し、表示部１０ｃに出力する。
【００２６】
　Ｉ／Ｆ１０７は、表示部１０ｃを本体部１０ａに接続するためのインターフェースであ
る。
【００２７】
　操作入力部１０８は、例えば、診断開始を指示するコマンドや被検体の個人情報等のデ
ータの入力などを行うための各種スイッチ、ボタン、トラックボール、マウス、キーボー
ド等を備えており、操作信号を制御部１０１に出力する。
【００２８】
　記憶部１０９は、例えば、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）等の大容量記録媒体によって構
成されており、インデックス情報ファイル、画像ファイル及び動画ファイルが含まれた検
査毎の検査情報ファイルを記憶する。
【００２９】
　また、記憶部１０９は、表示部１０ｃとして本体部１０ａに接続可能な表示装置の種別
毎に、表示部１０ｃに表示される各画面の最適な表示構成を示す表示構成情報１９１を記
憶している。各表示装置の種別に応じた各画面の最適な表示構成は、操作性、デザイン性
等に基づいて定められたものである。
【００３０】
　図２に、表示構成情報１９１のデータ構成例を示す。図２に示すように、表示構成情報
１９１は、モニター種別情報１９１ａ及び表示パーツ配置情報１９１ｂから構成されてい
る。
　モニター種別情報１９１ａは、表示部１０ｃとして接続可能な表示装置の種別（モニタ
ー種別）を示す情報であり、例えば、画面サイズ（インチサイズ）、解像度、アスペクト
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比、配置方向（縦配置又は横配置）等の項目を含んで構成されている。
　表示パーツ配置情報１９１ｂは、表示部１０ｃがモニター種別情報１９１ａで特定され
る種別の表示装置である場合の、各画面における表示パーツの配置を示す情報、例えば、
各表示パーツの表示座標、大きさ、表示デザイン等の情報である。表示パーツとは、例え
ば、画像領域、操作ガイダンス領域、サムネイル画像表示領域等の、画面上の表示構成要
素である。各画面としては、例えば、超音波画像を表示するための診断画像表示画面、診
断対象の患者の患者情報を表示するための患者情報画面、診断レポートを表示するための
レポート画面等が含まれる。
　なお、表示部１０ｃとして接続可能な表示装置のメモリには、上述のモニター種別情報
の各項目の情報が記憶されている。
【００３１】
　通信部１１０は、ＬＡＮアダプター、ルーター、ＴＡ（Terminal Adapter）等を備え、
通信ネットワークＮを介して接続された外部機器との間でデータの送受信を行う。
【００３２】
　電源部１１１は、図示しない商用交流電源に接続され、商用交流電源から入力されたＡ
Ｃ（交流）電源電力をＤＣ（直流）電源電力に変換し、必要な電圧を各部にそれぞれ供給
する。
【００３３】
　超音波探触子１０ｂは、圧電素子からなる振動子（図示しない）を備えており、この振
動子は、例えば、方位方向（走査方向）に一次元アレイ状に複数配列されている。なお、
振動子は、二次元アレイ状に配列されたものであってもよい。また、振動子の個数は、任
意に設定することができる。また、本実施の形態では、超音波探触子１０ｂについて、リ
ニア電子スキャンプローブを採用したが、電子走査方式あるいは機械走査方式の何れを採
用してもよく、また、リニア走査方式、セクタ走査方式あるいはコンベックス走査方式の
何れの方式を採用することもできる。
【００３４】
　表示部１０ｃは、Ｉ／Ｆ１０７を介して本体部１０ａに接続されている。表示部１０ｃ
を本体部１０ａに接続する態様としては、表示部１０ｃを本体部１０ａに嵌め込んで（ド
ッキングさせて）接続する態様であってもよいし、ケーブル接続や無線接続でもよい。即
ち、表示部１０ｃが本体部１０ａからの画像データを受信できるように接続されていれば
よい。表示部１０ｃとしては、例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＣＲＴ（Ca
thode-Ray Tube）ディスプレイ、有機ＥＬ（Electronic Luminescence）ディスプレイ、
無機ＥＬティスプレイ及びプラズマディスプレイ等の表示装置が適用可能であり、表示部
１０ｃとして本体部１０ａに接続される表示装置は適宜交換可能である。表示部１０ｃは
、制御部１０１からの制御に従って、診断画像表示画面、患者情報画面、レポート画面等
の各種画面の表示を行う。なお、表示部１０ｃの表示装置のメモリには、上述のようにモ
ニター種別情報の各項目の情報が記憶されている。　　
【００３５】
　次に、超音波画像診断装置１の動作について説明する。
　図３に、制御部１０１により実行される表示制御処理のフローチャートを示す。
【００３６】
　電源が投入されると（ステップＳ１）、Ｉ／Ｆ１０７を介して表示部１０ｃとして本体
部１０ａに接続されている表示装置からモニター種別情報が読み出され、そのモニター種
別が認識される（ステップＳ２）。次いで、読み出されたモニター種別情報に基づいて、
本体部１０ａに表示部１０ｃとして接続されている表示装置に対応する表示構成情報が特
定される（ステップＳ３）。
【００３７】
　次いで、特定された表示構成情報に含まれる表示パーツ配置情報が記憶部１０９から読
み出され（ステップＳ４）、読み出された表示パーツ配置情報に基づいて各種画面が表示
部１０ｃに表示される（ステップＳ５）。なお、診断画像表示画面を表示する際には、表
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示部１０ｃとして現在接続されている表示装置の種別に応じた表示構成情報により特定さ
れる診断画像表示領域の縦方向の大きさに基づいて、診断画像表示領域に表示される超音
波画像の表示深度（表示する観察部位の体表からの深さ）が特定され、特定された表示深
度で診断画像表示領域に超音波画像が表示される。表示深度の特定は、例えば、記憶部１
０９に、予め各診断画像表示領域の縦方向のサイズに対応付けて、そのサイズにおいて表
示可能な表示深度を記憶しておくことで特定を行ってもよいし、診断画像表示領域の大き
さや座標等から計算によりその都度算出してもよい。
【００３８】
　ここで、図４～図７を参照して、表示部１０ｃに表示されるモニター種別毎の診断画像
表示画面の例について説明する。
　図４は、モニター種別情報が、モニターサイズ１５インチ、アスペクト比４：３、横配
置である場合の診断画像表示画面１５０の一例を示す図である。図４に示すように、診断
画像表示画面１５０上には、表示パーツとして、患者名、患者ＩＤ、メーカ名等の基本情
報を表示するための基本情報表示領域１５１、診断用の超音波画像を表示するための診断
画像表示領域１５２、保存画像のサムネイル画像を表示するためのサムネイル画像表示領
域１５３等が配置される。
　図５は、モニター種別情報が、モニターサイズ１９インチ、アスペクト比１６：１０、
横配置である場合の診断画像表示画面１８０の一例を示す図である。図５に示すように、
診断画像表示画面１８０上には、表示パーツとして、１５インチの表示装置と同様に、基
本情報表示領域１８１、診断画像表示領域１８２、サムネイル画像表示領域１８３等が配
置されている。また、画面の縦方向の長さが１５インチよりも大きくなっていることを生
かして操作ガイダンス表示領域１８４が追加されている。操作ガイダンス表示領域１８４
は、操作者の操作をアシストするための情報を表示するための領域であり、例えば、次に
操作すべき操作キー名等が表示される。また、画面の縦横方向の大きさが１５インチより
も大きくなっていることを生かして、１５インチでは４枚しか表示されないサムネイル画
像が２列で合計１２枚表示できるようになっている。
【００３９】
　図６は、モニター種別情報が、モニターサイズ２２インチ、アスペクト比１６：１０、
横配置である場合の診断画像表示画面２２０の一例を示す図、図７は、モニタ種別情報が
、モニターサイズ２２インチ、アスペクト比１６：１０、縦配置である場合の診断画像表
示画面２３０の一例を示す図である。
　モニターサイズ２２インチで横配置の場合の診断画像表示画面２２０は、図５に示す診
断画像表示画面１８０と同じ種類の表示パーツが配置されているが、サムネイル画像表示
領域２２３にはより多くの２８枚のサムネイル画像が表示可能となっている。また、サム
ネイル画像表示領域２２３は左側に配置されている。このように、表示部１０ｃのモニタ
ーサイズに応じて単に表示パーツをスケールアップするのではなく、モニター種別に応じ
て、最適な表示態様で診断用画面が表示される。
　また、図７に示すモニター種別情報とモニターサイズが同じで縦配置の場合の診断画像
表示画面２３０は、縦方向の長さを生かして診断画像表示領域２３２が縦長に配置され、
サムネイル画像表示領域２３３は診断画像表示領域２３２の下部に横方向に配列されてい
る。また、横配置の診断画像表示画面２２０では診断画像表示領域２２２に表示深度４ｃ
ｍの超音波画像が表示されるのに対し、縦配置の診断画像表示画面２３０では診断画像表
示領域２３２に横配置と同じスケールで表示深度７ｃｍの超音波画像が表示される。従っ
て、医師は、同じスケールで、より観察部位の深度方向により広い領域を観察することが
可能となる。なお表示深度は医師が適時変更することも可能である。
【００４０】
　以上説明したように、超音波画像診断装置１によれば、記憶部１０９は、表示部１０ｃ
として本体部１０ａに接続可能な表示装置の種別毎に、表示部１０ｃで表示する各画面に
おける各表示パーツの最適な配置情報を含む表示構成情報を予め記憶する。制御部１０１
は、電源投入時等の予め定められたタイミングで表示部１０ｃとして現在接続されている
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表示装置の種別情報をその表示装置から取得し、当該取得された表示装置の種別に対応す
る表示構成情報を記憶部１０９から読み出し、当該読み出した表示構成情報に基づいて表
示部１０ｃに画面表示を行う。
【００４１】
　従って、表示部１０ｃの表示装置を交換した場合に、新たに本体部１０ａに接続された
表示装置に最適な表示構成で各種画面を表示することができる。また、表示部１０ｃとし
て接続可能な表示装置の種別に対応する表示構成情報が予め記憶部１０９に記憶されてお
り、この表示構成情報に基づいて各画面を表示するので、ソフトウェアを変更することな
く、接続された表示装置に応じた表示構成の変更を実現することが可能となる。
　また、表示装置のサイズのみが異なる製造ラインナップを揃える場合に、表示装置のサ
イズ毎に個別に超音波画像診断装置の生産ラインを作るなどの大きな追加コストをかける
必要がなくなる。
【００４２】
　また、制御部１０１は、診断画像表示画面を表示する際には、記憶部１０９から読み出
した現在接続されている表示装置の種別に応じた表示構成情報に含まれる診断画像表示領
域の縦方向のサイズを特定する情報（例えば、縦配置又は横配置の情報（又は、診断画像
表示領域の座標位置）及び診断画像表示領域のサイズ）に基づいて、当該診断画像表示領
域に表示する超音波画像の表示深度を特定し、この特定した表示深度で診断画像表示領域
に超音波画像を表示させる。従って、表示部１０ｃの表示装置のサイズを大きくした場合
に、単なるスケールアップではなく、表示スケールは同じで観察する部位の表示範囲を深
度方向に広げて表示することができる。これにより、被写体部位のより広い領域を医師が
観察することが可能となる。
【００４３】
　なお、上記実施の形態は本発明の好適な一例であり、これに限定されない。
　例えば、上記実施の形態においては、制御部１０１が表示部１０ｃとして現在本体部１
０ａに接続されている表示装置から種別情報を読み出すことで表示装置の種別を認識する
こととして説明したが、ユーザが操作入力部１０８から表示装置の種別を設定する構成と
してもよい。
【００４４】
　また、上記の説明では、本発明に係るプログラムのコンピュータ読み取り可能な媒体と
してハードディスクや半導体の不揮発性メモリ等を使用した例を開示したが、この例に限
定されない。その他のコンピュータ読み取り可能な媒体として、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬型
記録媒体を適用することが可能である。また、本発明に係るプログラムのデータを通信回
線を介して提供する媒体として、キャリアウエーブ（搬送波）も適用される。
【００４５】
　その他、超音波画像診断装置を構成する各装置の細部構成及び細部動作に関しても、本
発明の趣旨を逸脱することのない範囲で適宜変更可能である。
【符号の説明】
【００４６】
１　超音波画像診断装置
１０ａ　本体部
１０ｂ　超音波探触子
１０ｃ　表示部
１０１　制御部
１０２　送信部
１０３　受信部
１０４　画像生成部
１０５　画像メモリ部
１０６　ＤＳＣ
１０７　Ｉ／Ｆ



(10) JP 2013-307 A 2013.1.7

１０８　操作入力部
１０９　記憶部
１９１　表示構成情報
１１０　通信部
１１１　電源部

【図１】 【図２】
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